
Vegan 　Leather



未来のために、必要な技術

有効活用されることなく廃棄されてしまう “食品残渣”
合成皮革の原料とすることで新たな命を吹き込みます

豊田通商グループで発生する食品残渣*
を加工・微粉砕し、合成皮革の原料に
使用しています。
グループ内で養殖され有効成分抽出後に
残る海藻や、収穫後に残るパプリカの
茎を使用しています。

*食品関連事業所から出る食品由来のごみ

お問い合せ先：cecn@tfekk.com
豊通ファッションエクスプレス株式会社マーケティング室

合成皮革 混合

乾燥・粉砕原料

合成皮革に使われている石油原料を植物原料に置き
換えることで石油原料を削減し、 CO² 排出量削減を
目指します。

石油原料の使用削減

原料の回収、加工、ヴィーガンレザー製造まですべて国内で
完結させることで地産地消型のバリューチェーン構築を
目指します。加工技術の高い国内工場と開発を行い、
高品質・高耐久なヴィーガンレザーをご提供します。

耐久性の追求

食品の生産・加工時に発生する残渣は有効活用が難しく、
その多くが廃棄されています。合皮原料に転用することで
フードロス問題の解決に貢献できるものと考えています。

食品残渣の有効活用


